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研究成果の概要（和文）： 
【目的】消化管濾胞性リンパ腫における遺伝子学的異常の有無を検索し，臨床病理学的因子と
の関連を明らかにする。【方法と結果】消化管濾胞性リンパ腫 48 例を対象として
t(14;18)(q32;q21)/IGH-BCL2の有無を fluorescence in situ hybridization (FISH)法で検索した結果， 
39 例（81%）で t(14;18)転座が検出された。転座陽性群は陰性群よりも，消化管の複数領域浸
潤（69% vs. 0%），ポリポーシス成分（72% vs. 22%），組織 grade 1-2（92% vs. 56%）例の頻度が
高く，寛解導入例は低頻度であった（56% vs. 100%）。さらに，転座陽性群は進行・再燃が多く
（22% vs. 0%），無イベント生存率不良の傾向がみられた（P=0.09）。一方，t(14;18)陰性の 9例
中 3 例で他の遺伝子異常（BCL6 転座，トリソミー3，トリソミー18）が検出された。【考察】
濾胞性リンパ腫における t(14;18)転座の頻度は発生臓器によって異なる。消化管濾胞性リンパ腫
における研究は少なく，今回多数例の解析で 80%に t(14;18)転座を認めることを明らかにした。
本転座の臨床的意義について一定の見解はないが，本研究で転座陽性例が臨床経過不良である
可能性が示唆されたことは新たな知見である。さらに t(14;18)転座陰性例において BCL6転座や
トリソミー3, 18がみられることも確認した。今後は腸管 MALTリンパ腫や DLBCL（diffuse large 
B-cell lymphoma）における遺伝子異常の検索を計画しており，消化管リンパ腫の病態解明をさ
らに進めたい。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Background: Chromosomal translocation t(14;18)(q32;q21)/IGH-BCL2 is found in 60-90% of nodal 

follicular lymphomas (FL). The prevalence and clinical significance of the translocation have not been 

examined in gastrointestinal FL. Methods & Results: Clinicopathologic and molecular features were 

investigated in 48 patients with gastrointestinal FL. The site of involvement was the duodenum (54%), 

the jejunum (52%), the ileum (52%), the stomach (29%), and the colorectum (15%). t(14;18) was 

detected in 39 (81%) cases by the interphase fluorescence in situ hybridization. The involvement of 

multiple sites (69% vs. 0%), a manifestation of lymphomatous polyposis type (72% vs. 22%) and a 

histological grade of 1 or 2 (92% vs. 56%) were more frequent in the t(14;18)-positive group than in the 

negative group. In addition, the rate of complete remission was lower in the t(14;18)-positive group than 

in the negative group (56% vs. 100%, P=0.018) with a trend towards poorer event-free survival in the 

former group (P=0.089). Conclusions: t(14;18)/IGH-BCL2 occurs frequently in gastrointestinal 

follicular lymphomas. This translocation may be a predictor for the adverse clinical course. 
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研究分野：消化器内科学 
科研費の分科・細目：内科系臨床医学・消化器内科学 
キーワード：消化管リンパ腫，濾胞性リンパ腫，FISH，染色体転座，BCL2，IGH，MALTリ
ンパ腫，DLBCL 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年，B細胞性悪性リンパ腫（びまん大細胞型
B細胞リンパ腫 [diffuse large B-cell lymphoma, 
DLBCL]，MALT [mucosa-associated lymphoid 
tissue]リンパ腫，濾胞性リンパ腫など）に特徴的
な遺伝子異常が消化管リンパ腫においても報告
されるようになり，各腫瘍発生の分子病態の解
明が進められてきた。 
 
２．研究の目的 
 代表的な消化管悪性リンパ腫（DLBCL，
MALT リンパ腫，濾胞性リンパ腫）における遺伝
子学的異常の有無を fluorescence in situ 
hybridization (FISH)により検索し，臨床病理学
的特徴との関連を組織型別に検討する。 
 
３．研究の方法 
 消化管悪性リンパ腫のうち，濾胞性リンパ
腫，MALT リンパ腫，DLBCL を対象とし，腫瘍
細胞のパラフィン包埋組織で FISHを行い，遺伝
子転座および過剰コピーの有無を検索した。 
 
４．研究成果 
 消化管濾胞性リンパ腫 48例中 39例（81%）で
t(14;18)(q32;q21)/IGH-BCL2が検出された。転
座陽性群では，陰性群よりも，消化管の複数領
域浸潤（69% vs. 0%），ポリポーシス成分（72% 
vs. 22%），組織 grade 1-2（92% vs. 56%）例の頻
度が高く，寛解導入例は低頻度であった（56% 
vs. 100%）。さらに，転座陽性群は進行・再燃が
多く（22% vs. 0%），無イベント生存率不良の傾
向がみられた（P=0.09）。一方，t(14;18)陰性の 9
例中 3例で他の遺伝子異常（BCL6転座，トリソミ
ー3，トリソミー18）が検出された。 
 また，胃 MALT リンパ腫では 15%の症例で
t(11;18)(q21;q21)/API2-MALT1が検出され，本
転座陽性例のほとんどは H. pylori除菌治療に
反応しなかった。胃および腸管 DLBCL では
30%の症例で IGH転座を認めており，本転座の

臨床的意義について，現在検討を進めていると
ころである。 
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